
平成 29年度決算の概要 

                                       長野県立病院機構 

 
１ 延患者数 

 

入院患者数  24万9,317人（前年度比  2,634人、1.1%の増） 
＜対前年比（％）信州：105.0  駒ヶ根：103.9  阿南：108.1  木曽：91.8  こども：99.1＞ 

 

外来患者数  40万3,044人（前年度比 △1,203人、0.3%の減） 
＜対前年比（％）信州：100.9  駒ヶ根：99.8  阿南：99.7  木曽：97.1  こども：102.8＞  

 
２ 損益 
 
 ○経常収益  232億79万 1千円 （前年度比 1億 627万9千円、0.5%の増） 
     

【主な要因】 

・こころの医療センター駒ヶ根で入院患者の増加による          ＋4,932万円 

・こども病院で入院患者数は減少したが、診療単価の増加による    ＋1億3,410万円 

 

○経常費用  233億2,429万2千円 （前年度比 △3,401万9千円、0.1%の減） 
 

【主な要因】 

・高額薬剤の使用量の減少等による材料費の減                △6,026万8千円 

○経常損益    1億2,350万1千円の損失（前年度比 ＋1億 4,029万8千円） 

○純損益        1億3,045万8千円の損失（前年度比 ＋1億 3,334万円） 

 

 ○純資産        △2,391万円 

 

【損益】                                      （単位：千円）   

 

資料５ 



 
 
３ 病院別損益状況及び H30の主な取組（上段：H29の損益状況、下段：H30の主な取組） 

 

 

【病院別損益】                                     （単位：千円） 

  
 

病院名 主 な 内 容 

信州医療 

センター 

○再開した産婦人科の分娩数が休止前の水準まで回復しなかったことや、看護師配置基準を

7対1から10対1に変更したことにより診療報酬が減少 

→ 地域包括ケア病棟の増床（46床→49床） 

→  産科医療の充実により分娩件数の増（123件→265件） 

→ 市町村がん検診の受託等により内視鏡検査件数の増（6,400件→7,800件） 

こころの医
療センター
駒ヶ根 

○入院患者数の増加、退職職員等による人件費の削減により、経常損益は黒字に回復 

→ 入院期間の適正化（退院後3か月以内の再入院率の減少） 

→ 多職種連携による効果的なプログラムによる「思春期デイケア」の実施 

→ 地域の医療、保健、福祉機関などとの情報交換等を行い連携体制の強化 

阿南病院 

○常勤外科医の配置により入院患者が増加したことにより収益が拡大 

→ 小児科の日曜診療の実施 

→ 訪問看護ステーションと連携し、地域の訪問看護体制の充実を図る 

木曽病院 

○常勤循環器内科医等の不在による入院患者の減少に伴う経常収益の減少 

→ 循環器内科の診察を週３回から週５回に拡充 

→ 常勤の循環器内科医等の確保に向けて信州大学と連携 

→ 地域包括ケア病棟の開設（48床） 

→ 許可病床の変更（259床→239床） 

こども病院 

○入院患者数は減少したが、一人当たりの診療単価（入院・外来とも）が増加したため減少

分をカバーして収益が増大 

→ 通年での多職種による産後の精神的なサポート体制の構築（常勤精神科医師の着任） 

→ ローリスク分娩の受入れ拡充による分娩数の増加（293件→380件） 

→ 成人のがん患者に対する放射線治療を拡充（近隣医療機関との連携） 

 

共通の 

取り組み 

機構の経営改革を着実に実行するため、原田理事（前こども病院長）を本部の『改革統括医

療監』に任命し、経営改革体制を強化。 

 

○経営改善プログラムの着実な実行により2,200万円以上の利益を確保 
 

○看護・医療技術職員数の適正化及び必要な医師の確保 
 

○給与費削減に向けた取り組み 
 

○中長期ビジョンの策定 


